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	(3) 平成２３年度年度計画（原案）について
	(5) 長崎大学学則等の一部改正について
	理事（教学担当）から，資料５に基づき，本学大学院に進学を希望する学部学生に対して，早期に本学大学院教育課程の授業科目を履修する機会を提供するとともに，大学院教育との連携を図るため，長崎大学学則及び長崎大学大学院学則を一部改正することについて提案があり，審議の結果，異議なく了承された。
	(6) 長崎大学大学院学則等の一部改正について
	理事（教学担当）から，資料７に基づき，本学の教育体制をより充実させるため，長崎大学教務委員会と長崎大学教育改善委員会を統合し，全学教育に関して一体的な検討体制を構築するため，長崎大学教務委員会規則を一部改正することについて提案があった。審議の結果，附則第３項の規定「この規程の施行の日～当該学部の教務を担当する委員会の委員長を委員とする。」を「この規程の施行の日～当該学部の教務を担当する委員会の委員長を委員とすることができる。」と修正すること，また，次回の本会議において長崎大学副部局長規則の...
	なお，審議の過程において，大要次のような意見等があった。
	○　附則第３項の規定について，各学部の現状を踏まえると「この規程の施行の日～当該学部の教務を担当する委員会の委員長を委員とする。」を「この規程の施行の日～当該学部の教務を担当する委員会の委員長を委員とすることができる。」の方が適切である。
	○　全学教務委員会には，各学部でより影響力，波及力がある方に出席していただきたい。
	○　学部によっては，教務委員長は部局長指名ではなく，教授会の投票によって決まるので，副部局長規則で副部局長の１名について教務を担当させるように改正してほしい。
	○　入試業務も非常に責任重大な業務であるため，副部局長規則で副部局長の１名について教務を担当，もう１名について入試を担当させるように改正してほしい。
	○　２人の副部局長の担当をそれぞれ副部局長規則で決めてしまうと部局の自由度を奪うことになるため，各部局の規程等で担当職務を決めていただきたい。
	(8) 長崎大学やってみゅーでスク規則の制定について

